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日出彦さんはみゆきさまの夜会へ。ＴＩＣＡさんは

５年半ぶりの浜田さんのライブへ。そしてわたしは

一年半ぶりのミスチルライブへ行ってまいりました

^_^; 
ミスチルが横浜アリーナでコンサートを開くようになっ

たのは１９９４年～１９９５年にかけての「Ａｔｏｍｉ

ｃ Ｈｅａｒｔ ツアー」から。それ以降、気力と根

性でチケットをゲットしての毎回参加。 
 

１９９６年～１９９７年に渡っての Ｒｅｇｒｅｓｓ ｏｒ Ｐｒｏｇｒｅｓｓ ツアー 
休業をはさんで １９９９年 Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ ツアー 
 
そして２０００年 Ｑ ツアー 
暮れも押し迫った寒い夜、かずくんと共に横浜アリーナへと駆けつけました。ご近所に住

んでいる姉がチケットもないのにチャリでやってきてツアーＴシャツなんぞを買ってから

おもむろにおっしゃる。「ねぇねぇ裏手にミスチルのトラックが止まってるよ」 
ここからが、Ｍｒ.ＣｈｉｌｄｒｅｎツアートラックとＣａｃｃｏの歴史の始まりです！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ミスチル 
ばがぼんど 

←トラックに描かれた 

桜井くんを熱くみつめる 

Ｃａｃｃｏなのでした～ 

（今日のわんこふう） 

うさお発案で作った 

ミニミニツアートラック → 

か、かわいい・・（自画自賛） 
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２００１年 
 ＰＯＰ ＳＡＵＲＵＳ ツアー 
ベスト盤発売に合わせてのミスチルの

集大成的ツアー。「花－Ｍｅｍｅｎｔｏ

－Ｍｏｒｉ」をメイン楽曲にして。 

 
２００２年 Ｉｔ‘ｓ ａ Ｗｏｎｄｅｒｆｕｌｗｏｒｌｄ ツアー 
渋谷公会堂を皮切りにひさしぶりのホールツアー。思い返せば、このときわたし、がんば

ったけどチケット取れなかったんです・・そしてコンサート開始を直前に控えた７月１６

日、桜井くんの体調不良による渋公延期が発表。２２日、ツアーの全面中止、病名発表。

こんなことって起きるんだ・・ 
２００２年１２月２１日  
Ｉｔ‘ｓ ａ Ｗｏｎｄｅｒｆｕｌｗｏｒｌｄ ｏｎ ＤＥＣ２１ と題して 
横浜アリーナで一夜限りのライブが開催。あまりに早い復帰に驚いたけれど、このライブ

は開催しなければならない大人の事情が存在したことを後に桜井くん自身が語っている。 
桜井くんは相当無理をしたと思うけれど、このライブに行くためにわたしも相当無理をし

た（汗）ついにオークションに手を出して４階立ち見３０，０００円ナリのチケットをゲ

ット。そして雪が降るその日、横浜アリーナへ・・。 
で、ツアートラック。ひとりで帰りに寄ってみたのです、いつものトラックが置いてある

場所へ。そこにトラックはあったけれど、

ただの銀色の地色を見せるだけ。ツアー

タイトルは書かれていませんでした。ツ

アーは中止になったんだから、それは当

たり前のことなんだけど。その日のたっ

た一夜のためだけに用意されたトラック

は雪とも氷雨ともつかない夜になんだか

とても似合っているように見えました。 

ここは千葉のマリンスタジアム  → 

いれものが大きいからトラックも長～い！！ 

←真ん中がちゃんと開くんです。 

そっくりぃ～～（自画自賛） 

７月の時点では準備されていた幻のツアートラック↑ 
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２００４年  
シフクノオト ツアー 
これがミスチル完全復帰ツ

アーということになるんで

しょうか。 
最近の中ではこのツアーが

一番好きです！ 

 

またまた登場、ツアートラック！ 

かわゆ～い！ 

そっくりぃ！これっきゃないのか！ 

うさおはね、これ売れるよなんて 

下世話なことばっかゆーんですよ～ 

 
２００６年 Ｉ Ｕツアー 
これは全国ドームツアー。東京ドームでした。ドームって駐車場地下なんですか？トラッ

クはどこにもみつからなかった。だからミニミニトラックも作れないんです。誰かわたし

を東京ドームの駐車場に連れてって！ 
 
そして２００７年６月７日木曜日 ７：００開演 横浜アリーナ ＨＯＭＥツアー！！ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

初体験のバックスタンド！ 

最後列に驚いたけど、始まってみれば 

なかなかおいしい席でした！ 

一緒に行った友達４人。→ 

この４人、２０代、３０代、４０代、 

５０代の揃い踏み。さすがミスチル、 

恐るべきファン層の広さ！ 

まるでお祭りみたいに 

大勢で賑やかに行くのも楽しかった！ 

そして祭りのあとは、ちょっぴり 

せつない。それがお決まり。 

そこがミスチル。 

初の青いトラックもかわゆ～い！そっくり～！すご～～～い！！ 


